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パブコメを受

けての修正箇

所

修正２箇所あり。

●15頁・18頁中、「地域（3次生活圏）ごとに原則1箇所の市立認定こども園を設置

します」の後に「なお市立認定こども園の設置数については、児童数、施設の整備状

況の他、今後の社会情勢、保護者ニーズ等を踏まえ、必要に応じて本方針を見直す中

で検討します。」を追記。

修正理由
地域（3次生活圏）ごとに原則1箇所の市立認定こども園を設置することとしている

が、必要に応じて本方針を見直す中で検討していくことを明記するため。

岸和田市立幼稚園及び保育所再編方針〔改訂〕（案） パブリックコメントまとめ

2020年（令和2年）8月10日（月）

   ～2020年（令和2年）9月10日（水）【必着】 計32日間

岸和田市立幼稚園及び保育所再編方針〔改訂〕（案）及び意見公募提出用紙は、市

ホームページに掲載するほか、広報広聴課情報公開コーナー、こども園推進課、子育

て施設課、教育委員会総務課、各市民センター、山滝支所、各市立幼稚園及び保育所

に配架。

390名（693件）

主な意見

〇市立幼稚園と保育所の再編には反対。（288件）

 ・保育所、幼稚園を残すべき。

 ・再編の必要性が不明確、進め方への不安。

 ・幼稚園の教育の質が低下する。

〇3次生活圏に原則1箇所の公立施設は少ない。（89件）

 ・3次生活圏は浸透していない（身近ではない）。

 ・遠くなる。通園が困難・災害時の対応ができなくなる。

 ・中学校区（2次生活圏）で検討できないのか。

 ・地域のつながりが薄れる。

〇市立施設の集約、認定こども園化への不安。（67件）

 ・1箇所150人定員は多すぎる（きめ細かな対応ができない、感染症リスク）

 ・幼稚園と保育所は目的が違う。

 ・市立認定こども園はどういった内容か。

 〇民間事業者の参入は反対。（60件）

 ・民間園では教育・保育の質が担保されない。

 ・利益が優先される。教育・保育を営利対象にすべきではない。

 ・民間園への公的責任は果たせるのか。

 ・民間園が多すぎる。

〇小学校との連携（接続）がなくなる。（31件）

 ・幼小連携は続けるべき。幼稚園の再編は反対。

 ・公立の伸び伸びした教育がなくなる。選択して幼稚園に入園している。

〇市の責任（支援を必要とする児童等）を放棄するのか。（31件）

 ・支援を必要とする児童への対応はどうなるのか。

 ・民間園で支援を必要とする児童の受入れできるのか。

 ・民間園の運営に市が関与できないではないか。市の公的責任は。


